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４月 13 日（木）午前７時 55 分ごろ、

国民保護のために必要な国からの緊急

情報を瞬時に伝える全国瞬時警報シス

テム「Ｊアラート」が北海道全域に発

動されました。

町内各所に設置されている防災スピー

カーやスマートフォン、町からの防災

メール・防災ＬＩＮＥ 、テレビやラジ

オなどあらゆる手段で緊急情報が伝達

され、被害はありませんでしたが、不

安を感じた方も多かったと思います。

改めて身を守る行動を確認しましょう。

①

R５.４採用

総務課広報・自治会G

清水 こはる

R５.４採用

健康こども課健康相談G

福住 紅葉

R５.４採用

健康こども課子育て相談G

渡部 愛智

R５.４採用
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釣り ジョギング ドライブ 家で読書 ④

こんな時、

どうするんだっけ？

R５.４採用

住民税務課住民生活G

本間 愛海

⑤
僕が教えるよ！

総務課

情報防災G

西村 和真

屋内にいる時は…

物陰に隠れて頭を保護

窓から離れるか、

窓のない部屋に移動

⑥

爆風にそなえる
①窓のない部屋に移動
　（地下があれば地下に）

②窓がある場合は、窓とカーテンを閉め、
　窓から離れる

③頭を保護し、物陰に隠れる

今日は
お休みだわ。
何をして
過ごそうか
なぁ…。

それは…

　突然やってくる

②

建物の中や地
下に避難して
ください

緊急　ミサイル発射

ゴ
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屋外にいる時は…

近くの建物の中に！車からは離れる

建物がない時はできるだけ身を低く

建物が無い時は、

身を低くして陰に

避難できる

建物を探す

車から

離れる

建物がないか探す

①近くの避難できる建物を探す
　（頑丈な建物だとより良い）

②建物が近くにない場合は物
　陰に身を隠す（物陰がなけ
　れば地面に伏せる）

③頭を保護し、物陰にかくれる
※車からは離れる

⑦

ミサイルが近くに落ちたら、
避難行動をしても、しなく
ても変わらない気がするの
ですが？

でも…
Ｊアラートが流れてか
ら避難して間に合うの
かなぁ？

⑧

限られた時間だから、
日々の訓練が大事だ
よね。

避難行動にかけられる時
間は限られているけど、
出来ることはあるよ。

①速やかな避難行動を

屋外にいる場合

　近くの建物の中か地下施設に避難する。 

　※できれば頑丈な建物が望ましいですが、近く　

　　になければ、それ以外の建物でも構いません。

建物がない場合

　物陰に身を隠すか、地面に伏せて頭部を守る。

屋内にいる場合

　窓から離れるか、窓のない部屋に移動する。

②正確かつ迅速な情報収集を

テレビ、ラジオ、インターネットなどを通じて情

報収集に努め、国・北海道・町からの指示があれ

ばそれに従い、落ち着いて行動してください。

もし近くにミサイルが落下したら

屋外にいる場合

　口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、　

　密閉性の高い屋内または風上へ避難する。

屋内にいる場合

　換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内を

　密閉する。

4/13　7：58のゆうべつ認定こども園の様子

日頃の訓練の成果により、窓から離れ、迅速に頭を
保護していたよ。皆さんも改めて考えてみましょう！

詳しい内容は町ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。

【お問い合わせ先】
　湧別町総務課 情報防災G　℡2‐2112

先日のＪアラートでは、迅速に避
難行動ができましたか？

Ｊアラートは、弾道ミサイル攻撃
に関する情報のほか、緊急地震速
報（大きな揺れの時）、津波警報な
どで発動されます。
日頃から、避難行動・避難場所な
どを意識しながら生活することで、
被害を軽減しましょう。

適切な避難行動をとるこ
とで、被害を軽減できる
可能性を高めることがで
きるよ！
しっかり行動しよう！
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　４月９日（日）に、北海道知事選挙の投票が町内15カ所の

投票所で行われました。

　湧別町における投票率は、61. 82％（男性61. 95％・女性

61. 71％）で、４年前に行われた前回の北海道知事選挙と比

較すると7. 91ポイント下回りました。

　なお、北海道議会議員選挙（オホーツク西地域）は、立候

補届出者が定数（２名）を超えなかったため、無投票となり

ました。

　開票は、同日午後８時から文化センターＴＯＭで行われま

した。各投票区における投票率と湧別町開票区の開票結果は

下表のとおりです。

◆投票の結果

◆開票の結果

有効4, 240票・無効27票

投票区 投票所 区域
当日有権者

数（人）
投票者数

（人）
投票率
（％）

第１ 文化センターさざ波 港町・曙町・緑町・栄町・東の一部 974 565 58. 01

第２ 登栄床地区防災センター 登栄床 379 229 60. 42

第３ 錦研修センター 錦町 604 392 64. 90

第４ 川西地区公民館 川西 100 65 65. 00

第５ 信部内地区会館 信部内・緑蔭 68 43 63. 24

第６ 東研修センター 東・福島 350 196 56. 00

第７ 芭露地区会館 芭露 368 226 61. 41

第８ 上芭露地区公民館 上芭露・東芭露・西芭露 117 69 58. 97

第９ 計呂地地区活性化センター 志撫子・計呂地 157 95 60. 51

第10 ５の３公民館 旭・北兵村三区 219 152 69. 41

第11 文化センターＴＯＭ
北兵村二区・中湧別東町・
中湧別北町・中湧別中町

1, 073 584 54. 43

第12 社会福祉会館 中湧別南町・北兵村一区 911 600 65. 86

第13 上湧別コミュニティセンター
上湧別屯田市街地・南兵村三区・
南兵村二区・南兵村一区・札富美

1, 187 772 65. 04

第14 開盛住民センター 開盛 287 185 64. 46

第15 富美地区住民センター 富美・上富美 108 94 87. 04

合計 6, 902 4, 267 61. 82

党派 候補者名（届出順） 得票数

無所属 門別　よしお 51票

無所属 鈴木　直道 3, 546票

無所属 池田　まき 619票

無所属 三原　大輔 24票

４
／
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地域の交流の場に
湧高卒業生・在校生による地域交流カフェ

　湧別高校の卒業生と在校生による交流カフェ「Y
ユ ー ス

O U T H  

c
カ フ ェ

a f e 」がオープンし、町内外から多くの方が訪れました。

　このカフェは、「若者と地域の方の交流の場を作りたい」

との思いから、湧別高校卒業生を中心に結成された有志グ

ループ「ゆうべつ盛り上げ隊」と湧別高校の在校生７人が

企画したもので、２日間で約300人の方が来店しました。

　湧別高校生は、「みんなが喜ぶ姿がみられてうれしかった。」、

「交流する機会ができて楽しかった。今後も続けていき、地

域の人に若者の力を感じてほしい。」と話し、良い交流の場

をつくることができたようでした。

ちょいのみ かんみ（中湧別中町）内

昨夏に続き２回目の開催となりました

３/　
25・26

頑張っていることなどをみんなで共有
オホーツク酪農女性プチサミットi nゆうべつ

　酪農関係者の交流イベント「オホーツク酪農女性プチサ
ミットi nゆうべつ」が開かれ、約60人が参加しました。
　これは、酪農関係者が集まり情報共有をすることで日頃
の問題の共有や解決策、横のつながりができることを目的
に開催されたものです。
　ワークショップでは、仕事で困っていることや頑張って
いることなど意見を交換。牛の哺育方法や気持ちの保ち方
など多くの意見が出され、参加者は「みんなが同じ悩みを
感じ、乗り越えてきたことを知れて勇気が出た。」と話し、
共感していました。

文化センターさざ波

湧別町農協女性部などが中心となった「オホーツク酪
農女性プチサミット実行委員会」が主催

３/　
27

農業の担い手として
錦町で新規就農する永野夫婦

　４月より農業経営者として歩みだす永野夫妻に、刈田町
長より新規就農者登録認定書が手渡されました。
　永野さんは、農業経営者を目指し就農に必要な農業技術
を習得するため、２年ほど前から町内の酪農家で就労しな
がら知識や技術を学び、このたび錦町にて酪農家として新
規就農することとなりました。
　これから、本町の農業の担い手として頑張ってください。

錦町で新規就農する永野夫妻

３/　
31

信頼される獣医師に
本町出身の竹中さんが北海道農業共済組合に就職

　地域産業動物獣医師養成修学資金制度を利用した初の卒
業生となる本町出身の竹中匡貴さんが、北海道農業共済組
合佐呂間支所に就職しました。
　この制度は、人材不足の獣医師を育成するため、卒業後
９年間、湧別・遠軽・佐呂間町の地元で就労することによ
り奨学金の返済が免除となるものです。
　竹中さんは、「実家が酪農家で獣医師に憧れていた。信頼
される獣医師となり、しっかり働いて地域に恩返しがしたい。
また、知り合いの農家に立派になったといわれるように頑
張りたい。」と意気込みを話していました。 刈田町長に卒業・就職の報告に訪れました

４/　
１
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ナイスショット
上湧別リバーサイドゴルフ場がオープン

　４月６日（水）、上湧別リバーサイドゴルフ場がオープン

しました。

　今シーズン最初の週末を迎えた４月８日（土）は、あい

にくの曇り空でしたが、ゴルフシーズンの幕開けを待ち望

んでいた町内外の多くの方が最初のプレーを楽しんでいま

した。

　ゴルフ場の営業は12月上旬までを予定しております。か

みゆうべつの爽やかな風を感じながらプレーを楽しんでみ

ませんか。

４/　
８

熱波師による熱波体験
サウナリニューアルオープンイベント

　２月にリニューアルオープンした本場フィンランド製の
オートロウリュサウナで、人気熱波師２人によるアウフグ
ース（熱波体験）が行われました。
　オートロウリュで発生した高温の水蒸気を熱波師が参加
者に向けタオルを振って熱波を浴びせるもので、参加者は、「た
くさん汗が出て、こころとからだがととのった」と話し、
リラックスできたようでした。
　また、屋外には、移動式サウナやテントサウナ、水風呂
など、水着で体験できるものも用意され、多くの参加者が
サウナを楽しんでいました。

かみゆうべつ温泉チューリップの湯

人気熱波師のウェルカム宮さんとゆめのさんによる熱
波が体験できました

４/　
８

社会教育の振興に尽力
安瀬さんに町感謝状を授与

　長年、社会教育委員としてご活躍いただき、今年３月末

をもって退任された安瀬勇さんに、町から感謝状が贈呈さ

れました。

　安瀬さんは、社会教育委員を８年務め、社会教育中期計

画の策定や組織育成にご尽力いただきました。

　刈田町長より「本町の社会教育推進にご尽力いただき、

ありがとうございました。」とお礼が述べられ、感謝状が贈

呈されました。 ８年間、誠にありがとうございました

４/　
12

応接室

広 告

上湧別リバーサイドゴルフ場

リーズナブルな価格設定とフラットなコースで女性・
高齢者など、どなたでもお楽しみできます
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交通事故のない町に
新たに交通安全指導員を任命

　任命式では、刈田町長が一人ひとりに委嘱状を手渡しま

した。指導部長に柴田洋幸さん（中湧別中町）、副指導部長

には、本間文雄さん（栄町）と斉藤一志さん（北兵村一区）

を選任しました。

　交通安全指導員は、歩行者や自転車等の交通指導、登下

校時の児童生徒の誘導をはじめ、住民の交通安全を維持す

ることを職務として活動しています。交通安全運動週間には、

朝の通勤・通学の時間帯に街頭指導を実施しているほか、

各小学校での青空交通安全教室に参加、さらにはスポーツ

大会やイベントでは歩行者等の安全確保のため出動します。

４/　
７上湧別コミュニティセンター

指導員の方々に委嘱状が交付されました

今回委嘱された交通安全指導員は

左記の方々で、任期は令和５年４

月１日から２年間です。

近年、人口減少や自治意識が薄れ

るなどの影響により、各種委員の

担い手不足が深刻となってきてい

るなか、地域の安全確保のために

活躍が期待されています。

【退任された方】

　　吉田フミ子さん（栄　町）平成17年から18年間　　関野　一良さん（芭　露）昭和54年から43年間

　　井藤　好明さん（北　町）平成27年から 8年間　　

【交通安全指導員 30人（敬称略）】※太字は新任の方

指導部長

柴田　 洋幸（中　町）

副指導部長

本間　 文雄（栄　町）  　斉藤 　一志（５の１）

吉岡　 法生（港　町） 檜山　 洋一（曙　町） 早川　 　曻（緑　町）

渡邊　 憲一（緑　町） 佐藤 　　修（栄　町） 伊藤　 英二（錦　町）

鍵谷 眞知子（錦　町） 佐久間 和博（川　西） 小形　 卓矢（登栄床）

村川 　治彦（　東　） 小関　 　稔（芭　露） 五島　　 稔（芭　露）

西原 　達也（上芭露） 加藤 　一裕（計呂地） 小山　 義幸（５の３）

木村　 　進（北　町） 三好 　信一（北　町） 鈴木　 隆英（東　町）

小野寺　 勉（東　町） 藤島 　博章（南　町） 本吉 日出夫（南　町）

下田　 英人（５の１） 小成 　祐一（屯　市） 髙松　 初男（屯　市）

板垣 　德弘（４の２） 髙橋 　映子（開　盛） 城岡　 隆浩（富　美）

犯罪のない明るい地域づくりのために
遠軽地区保護司会湧別町分区総会を開催

　総会に先立ち、３月31日付けで保護司を退任された寺澤

綾子さん（中湧別東町）に法務大臣ならびに釧路保護司会

連合会長の感謝状が刈田町長から伝達されました。また、

４月１日付けで保護司に再任された２人の方に刈田町長か

ら委嘱状が伝達されました。

　改選により新たに分区長には、髙橋直司さん（上湧別屯

田市街地）、副分区長には、佐藤あけみさん（登栄床）が選

任されました。

　保護司は法務大臣から委嘱され、社会奉仕の精神をもっ

て犯罪や非行に陥った方の更生を支えるとともに、犯罪や

非行防止のための啓発活動などを行っています。

４/　
17

退任された寺澤さんに感謝状が贈呈されました

【遠軽地区保護司会湧別町分区 15人（敬称略）】※太字は再任の方

分区長　髙橋　直司（屯　市） 副分区長　佐藤あけみ（登栄床） 野口　信敏（　東　）

多田惠美子（緑　町） 近藤　優子（屯　市） 遠田　哲夫（開　盛） 伊藤　逸雄（５の１）

本田　勝樹（芭　露） 石垣　誠一（港　町） 越智　祥子（芭　露） 岩井　孝浩（中　町）

藤井　伴晴（北　町） 坂上　雅人（錦　町） 古川　宏道（屯　市） 三宅　正人（東　町）

町内では、

左記の方々

が活動され

ています。


